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 早いもので 2026年が明けてはや 2週間が過ぎ、あっという間に 1月も下旬に入っています。 
 ３年生にとっては、私立高等学校などの受験もちらほら始まっています。1月 24日、25日に
は、たくさんの人が受験をすることになっています。学校では、インフルエンザ B型による欠席
も増えてきています。ベストの状態で入試に挑めるように、手洗い、うがい、睡眠等に気を配り
ながら体調を整えていきましょう。 
 
 
 
 校区の小学校から学校だよりを送っていただいています。合川小、天名小、郡山小のみなさん
が、令和 8年 4月開校の天栄小学校での学校活動をスムーズにスタートさせるために、取り組ん
でいる「３学期は、次の年度の０学期」が学校だよりに掲載されていたので、みなさんにお知ら

せします。 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

<出典> 学校だより「こおりやま」No.20 

天栄中だより 
鈴鹿市立天栄中学校 
510-0258 鈴鹿市秋永町 1839 

Tel 059-386-0444 Fax 059-386-0445 

校長 山中 喜宏 

「次の年度の０学期」、こころもからだも準備して 
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<出典> 学校だより「こおりやま」 No.21 

 

 さて、中学生のみなさん、このおたよりを読んで、どのように思いましたか？ 

 小学生のみなさんが、「あいさつ」「人の話を静かに聞く」「整理整頓」「チャイム着席」など、重点項目を

次の学年に進級する準備としてできるようになろうとがんばっている様子がうかがえます。 

特に、「気持ちの良い声でのあいさつ」や「話をする人の方を見て、最後まで静かに聞きます」という行動 

は、相手（なかま）に寄り添い大切にするだけでなく、自分のことを理解してもらい、大切にしてもらうための

行動だと校長先生は思っています。 

中学生であるみなさんにとっても、次の学年へ進級、進学するための成長の準備期間「0学期」を大切 

に過ごしてほしいと考え、記事を引用させていただきました。ありがとうございました。 
 
 
 

 1月１７日(土)から 1月１９日(月)までの３日間、鈴鹿ハンターで鈴鹿市小・中学校書写展が開催されま

した。期間中、市内の小学１年生から中学３年生までの児童生徒の作品が展示されました。天栄中学校か

らは各学年から選ばれた１８点の作品が展示されていました。 

たくさんの方々に鑑賞していただきました。多くの方々が、小中学生の力作に感心していました。 

鈴鹿市小・中学校書写展が開催されました 


